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る程度"大きければ (自由度数が3ないし4が下限と推定されている (文献 (1)(3))
方向性のある定常的エネルギー輸送が実現される状況証拠がみいだされていることで
ある｡しかし､この様な輸送過程によって､吸収されたエネルギーが<熱>とみなす
ことができるほど､複雑な分布相に転化しているか否か､言い換えれば事前情報をも
たぬ人がその状態を記述するために必要な情報量が十分大きいか否かに関して､まだ
確定的な回答を得ていないのが現状である｡いずれにせよ､<熟>とは人工的制御を
含まない自然な過程によって仕事に転化できない最終的なエネルギー形態であるとす
るならば､<熟>概念と熱への転化過程である<散逸>という見方がどこまでミクロ
な量子的レベルにまでさかのぼれるのか､という問題は私にははっきりさせておきた
い問題である｡
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